
 
 

           

 

 

本
法
人
代
表
理
事
・ 

恵
泉
女
学
園
大
学
大
学
院
教
授 

大
日
向
雅
美  

お
暑
い
毎
日
で
す
が
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
い

か
が
お
過
ご
し
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？
い
つ
も
あ
い
・

ぽ
ー
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
活
動
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
今
、
子
育
て
や
子
育
て
支
援
に
関
し
て
、
い

く
つ
か
の
大
き
な
施
策
の
動
き
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

「子
ど
も
・子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」が
制
定
さ
れ
、
育
児
介

護
休
業
法
も
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
子
育
て

や
家
庭
生
活
の
大
半
を
母
親
一
人
が
担
っ
て
き
た
従
来

の
在
り
方
を
根
本
か
ら
改
め
、
社
会
全
体
で
見
守
り
、

支
え
、
あ
る
い
は
男
女
が
共
に
、
仕
事
も
子
育
て
や
介

護
等
も
ゆ
と
り
を
も
っ
て
関
わ
れ
る
社
会
が
目
指
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
連
携
し
た
「新
た
な
公
共
」の
構

築
も
大
切
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
課
せ
ら

れ
る
役
割
も
、
従
来
の
枠
を
超
え
て
、
こ
れ
か
ら
は
一
層
、

大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
本
法

人
も
、
心
新
た
に
、
次
ぎ
の
ス
テ
ッ
プ
を
常
に
考
え
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
号
は
、
そ
う
し
た
観
点
か

ら
、
皆
様
に
素
晴
ら
し
い
お
原
稿
を
頂
戴
で
き
ま
し
た
。

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
今
後
と
も
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。  

                  

＾ 

 

法
人
に
よ
せ
て 

 
法
人
理
事
・
弁
護
士
法
人
キ
ャ
ス
ト
糸
賀 

大
前
由
子 

御
縁
あ
っ
て
、
Ｎ
ＰО
法
人
あ
い
・ぽ
ー
と
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
理
事
を
拝
命
し
て
か
ら
、
早
や
三
年
の
月
日
が
流

れ
ま
し
た
。
以
前
か
ら
、
代
表
者
の
お
一
人
で
あ
る
大

日
向
雅
美
先
生
に
お
か
れ
て
、
新
聞
等
で
、
子
供
の
福

祉
を
尊
重
さ
れ
る
お
立
場
か
ら
様
々
な
提
言
を
さ
れ

て
い
た
の
を
拝
読
し
て
お
り
、
そ
の
鋭
い
切
り
口
や
本
質

を
突
い
た
ご
発
言
に
大
変
感
銘
を
受
け
て
お
り
ま
し
た
。

私
自
身
、
弁
護
士
と
し
て
職
務
を
遂
行
す
る
一
方
、
四

人
の
子
供
の
母
親
と
し
て
色
々
と
思
い
悩
む
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
子
供
、
親
、
地
域
に
働
き
か
け
て
子
育
て
支

援
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
あ
い
・ぽ
ー
と
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
理
事
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
自
ら
の
子

育
て
を
振
り
返
る
大
変
良
い
機
会
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

昨
今
の
日
本
は
、
毎
日
の
よ
う
に
親
等
の
養
育
者
に

よ
る
子
供
の
虐
待
報
道
が
な
さ
れ
、
少
子
化
は
も
は
や

留
ま
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
大
変
悔
し
い
こ
と
に
、
子
供
の

存
在
が
尊
重
さ
れ
な
い
社
会
が
形
成
さ
れ
て
い
る
気
が

い
た
し
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
「あ
い
・ぽ
ー
と
」
で
は
、
大
日

向
先
生
、
新
澤
先
生
を
始
め
、
温
か
な
穏
や
か
な
沢
山

の
笑
顔
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎
月
送
ら
れ
て

く
る
ひ
だ
ま
り
通
信
で
は
、
新
し
い
催
し
物
や
講
座
が

企
画
さ
れ
、
そ
の
一
つ
一
つ
が
丁
寧
に
作
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
紙
面
か
ら
も
窺
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
育

て
・
家
族
支
援
者
の
養
成
と
い
う
子
育
て
支
援
の
原
点

に
立
ち
返
っ
た
地
道
な
活
動
も
続
け
て
い
る
法
人
の
理

事
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も

こ
の
活
動
の
灯
が
街
へ
地
域
へ
と
、
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く

よ
う
に
と
願
い
、
見
守
り
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

法
人
理
事
・
恵
泉
女
学
園
学
長 

松
下
倶
子 

 

昭
和
四
十
年
代
の
こ
と
、
あ
る
大
学
教
授
が
一
年
生

に
鶏
の
絵
を
描
か
せ
た
と
こ
ろ
毎
年
何
人
か
の
学
生
が

四
本
足
の
鶏
を
描
く
の
で
問
題
だ
と
思
っ
た
と
聞
き
ま

し
た
。
ま
た
、
幼
稚
園
児
が
遠
足
の
と
き
、
麦
の
穂
を
見

て
「
せ
ん
せ
ー
、
ビ
ニ
ー
ル
ぶ
く
ろ
ち
ょ
う
だ
ー
い
。
こ
の

け
む
し
う
ち
に
も
っ
て
く
か
ら
。
」
と
頼
ん
だ
と
い
う
話

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
実
例
に
驚
い
た
教
育
関
係

者
が
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
自
然
認
識
が
こ
れ

で
は
大
変
だ
と
思
い
、
「
子
ど
も
を
自
然
に
帰
そ
う
！
」

と
国
や
地
方
行
政
に
声
を
掛
け
「
少
年
自
然
の
家
」
と

い
う
施
設
を
設
置
し
は
じ
め
た
の
で
す
。
現
在
、
組
織

運
営
の
仕
組
み
は
変
容
し
て
い
ま
す
が
「自
然
に
親
し
み
、

恩
恵
に
触
れ
、
謙
虚
な
心
や
畏
敬
の
念
を
育
て
る
」と
い

う
ね
ら
い
は
変
わ
ら
ず
、
多
く
の
青
少
年
が
自
然
の
中

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
本
当
は
そ
の
よ
う
な
施
設
が
な

く
て
も
日
々
の
生
活
の
中
で
草
や
野
の
花
な
ど
に
触
れ

な
が
ら
心
が
育
っ
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、
現

代
社
会
で
は
困
難
な
の
は
お
分
か
り
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

先
日
、
あ
い
・
ぽ
ー
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
邪
魔
し
て
、

園
庭
に
広
が
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
を
見
て
う
れ
し
く
な
り

ま
し
た
。
お
子
さ
ん
た
ち
は
都
会
の
真
ん
中
で
、
毎
日

成
長
す
る
生
き
物
を
見
る
体
験
が
で
き
る
の
で
す
か
ら
。

私
は
五
歳
女
児
た
ち
と
一
緒
に
団
体
活
動
を
し
て
い
ま

す
が
、
彼
女
た
ち
は
公
園
に
連
れ
て
い
く
と
自
分
た
ち

で
葉
っ
ぱ
に
「
ぎ
ざ
ぎ
ざ
ち
ゃ
ん
」
、
「
ま
る
ば
ち
ゃ
ん
」
な

ど
と
名
づ
け
て
遊
び
始
め
ま
す
。
子
ど
も
は
自
然
と
仲

良
く
な
る
天
才
で
す
。
園
庭
で
の
お
子
さ
ん
た
ち
の
自

然
体
験
を
大
切
に
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。 

      
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

法
人
監
事
・税
理
士
法
人
グ
ラ
シ
ア
代
表
社
員 

松
村
正
一 

法
人
設
立
に
あ
た
り
、
私
に
監
事
就
任
の
要
請
が
あ

り
お
引
き
受
け
し
た
の
が
、
平
成
十
六
年
四
月
で
し
た
。

理
事
の
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
幼
児
教
育
の
分
野
で
は
専

門
家
で
あ
り
、
私
は
当
法
人
の
目
指
す
目
的
に
賛
同
し
、

財
務
・会
計
面
で
の
お
手
伝
い
を
通
し
て
お
役
に
た
て
れ

ば
と
の
思
い
で
監
事
を
お
引
き
受
け
し
た
次
第
で
あ
り

ま
す
。 

ご
案
内
の
如
く
当
会
の
目
的
は
、
子
育
て
支
援
と
女

性
の
社
会
参
加
支
援
を
同
時
に
達
成
す
る
こ
と
で
あ
り
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
特
定
非
営
利
活
動
と
定
義
づ
け
て
い
る

「子
ど
も
の
健
全
育
成
を
図
る
活
動
」に
他
な
り
ま
せ
ん
。

当
会
は
、
子
育
て
支
援
・
親
育
て
支
援
と
い
う
今
、
日
本

が
抱
え
て
い
る
少
子
化
の
問
題
に
真
正
面
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
に
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
既
に
法
人

設
立
か
ら
満
六
年
を
経
過
し
、
「
施
設
内
で
の
子
育
て

家
族
へ
の
支
援
」
は
七
年
目
を
迎
え
、
「
子
育
て
・
家
族

支
援
者
養
成
講
座
」
は
港
区
・浦
安
市
・
千
代
田
区
・高

浜
市
等
へ
広
が
り
を
見
せ
、
関
連
事
業
を
含
め
て
理
事

や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
は
大
変
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
お

ら
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
こ
の
間
あ
い
・
ぽ
ー
の
社
会

的
認
知
度
も
高
ま
り
、
ス
タ
ッ
フ
も
増
加
し
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
の
法
人
と
し
て
の
維
持
・
継
続
に
理
事
者
各
位

に
重
い
責
任
が
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
法
律
施
行
の
平
成
十
年
十
二
月
以

来
約
十
一
年
を
過
ぎ
、
こ
の
間
設
立
は
約
四
十
千
を
超

え
ま
し
た
が
、
一
方
解
散
件
数
も
約
四
千
件
に
な
ろ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
補
助
金
等
を
主
な

収
入
財
源
に
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
剰
余
（
利

益
）は
発
生
せ
ず
、
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
経
営
が
で
き

ず
に
そ
の
寿
命
は
短
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
実
際
資

金
難
に
あ
え
ぐ
法
人
は
多
い
よ
う
で
す
。
今
後
は
経
営

と
い
う
面
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
為
に
は
収
益
も
見
込
め
る
委
託
事
業
と
か
、

出
版
や
物
販
事
業
等
も
手
掛
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
だ
か
ら
利
益
を
求

め
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
利
益
で
雇

用
の
安
定
を
図
り
、
又
、
い
か
に
社
会
貢
献
に
使
う
か

が
求
め
ら
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
利
益
を
上
げ
て
い
か

な
け
れ
ば
法
人
の
存
続
は
不
可
能
で
す
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
い
・ぽ
ー
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
益
々
の
ご

発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 
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【総
会
報
告

】 
二
〇
一
〇
年
五
月
二
十
四
日
（
月
）
に
二
〇
一
〇

（平
成
二
十
二
）
年
度
第
一
回
理
事
会
と
通
常
総
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

第
一
号
議
案 
二
〇
〇
九(

平
成
二
十
一)

年
度
事

業
報
告
、
第
二
号
議
案 
二
〇
〇
九(

平
成
二
十
一)

年
度
決
算
報
告
、
第
三
号
議
案 

二
〇
一
〇(

平
成
二

十
二)

年
度
事
業
計
画(

案)
、
第
四
号
議
案 

二
〇
一

〇(

平
成
二
十
二)

年
度
予
算(

案)
、
第
五
号
議
案 

役

員
の
変
更
事
項
の
五
議
案
全
て
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。
相
変
わ
ら
ず
厳

し
い
社
会
状
況
の
中
、
当
法
人
は
順
調
に
事
業
展
開
を

致
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
地
域
に
根
付
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
し
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 【バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
研
修
開
講
予
定
】 

<

港
区>

 

八
月
十
七
日
（
火
）
十
四
時
三
十
分
か
ら
十
六
時 

内
容 

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ
（
た
か
は
し
ひ
で
ゆ
き

さ
ん
の
ラ
イ
ブ
・
パ
パ
へ
の
応
援
歌
） 

会
場 

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム 

ホ
ー
ル
Ｂ
５ 

 九
月
二
十
九
日
（
水
） 

十
時
か
ら
十
一
時
三
十
分:

三
級
認
定
者
対
象 

十
三
時
か
ら
十
四
時
三
十
分:

二
級
認
定
者
対
象

内
容 

活
動
報
告
＆
話
し
合
い 

講
師 

大
日
向
雅
美
（
本
法
人
代
表
理
事
・
子
育

て
ひ
ろ
ば
「
あ
い
・
ぽ
ー
と
」
施
設
長
） 

会
場 

子
育
て
ひ
ろ
ば
「
あ
い
・
ぽ
ー
と
」
二
階 

 <

千
代
田
区>

 

七
月
二
十
七
日
（
火
）
十
時
か
ら
十
二
時 

内
容 

特
別
支
援
に
つ
い
て 

講
師 

小
西
行
郎
（
同
志
社
大
学
大
学
院
文
学
研 

究
科 

赤
ち
ゃ
ん
学
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
） 

会
場 

西
神
田
児
童
セ
ン
タ
ー 

小
ホ
ー
ル 

 

八
月
十
七
日
（
火
）
十
四
時
三
十
分
か
ら
十
六
時 

内
容 

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ
（
た
か
は
し
ひ
で
ゆ
き

さ
ん
の
ラ
イ
ブ
・
パ
パ
へ
の
応
援
歌
） 

会
場 

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム 

ホ
ー
ル
Ｂ
５ 

九
月
十
一
日
（
土
）
九
時
三
十
分
か
ら
十
一
時 

内
容 

布
絵
本
の
製
作 

講
師 

資
生
堂
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

開
発
セ
ン
タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ 

会
場 

西
神
田
児
童
館
セ
ン
タ
ー 

小
ホ
ー
ル 

 

<

浦
安
市>

 

八
月
二
十
日
（
金
）
十
時
か
ら
十
一
時
三
十
分 

内
容 

絵
本
の
選
び
方 

講
師 

大
宮 

祐
子 

（
浦
安
市
中
央
図
書
館 

奉
仕
第
３
係
長
） 

会
場 

浦
安
市
文
化
会
館
（
予
定
） 

 九
月
十
七
日
（
金
）
十
時
か
ら
十
一
時
三
十
分 

内
容 

手
遊
び
等 

講
師 

中
島 

優
子 

（
富
岡
保
育
園 

主
任
保
育
士
） 

会
場 
浦
安
市
文
化
会
館
（
予
定
） 

 

<

高
浜
市>
 

九
月
二
十
一
日
（
火
）
十
一
時
か
ら
十
二
時
三
十
分 

講
師 

岡 

健
（
大
妻
女
子
大
学
准
教
授
） 

 

※
会
場
・
内
容
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、

 
 

近
日
中
に
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

   

【
養
成
講
座
開
講
情
報
】 

<

港
区>

 
 子

育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座
（三
級
）Ⅸ
期 

開
講
日 

二
〇
一
〇
年
十
月
八
日
（金
） 

 
 
 
 
 

毎
週
金
曜
日
で
七
月
二
十
三
日
ま
で 

 
 
 
 
 

講
義
と
実
習
を
含
む
三
十
コ
マ 

会 

場 

子
育
て
ひ
ろ
ば
「あ
い
・ぽ
ー
と
」 

[

問
合
せ
先] 

子
育
て
ひ
ろ
ば
「あ
い
・ぽ
ー
と
」池
田 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（五
七
八
六
）三
二
五
〇 

<

千
代
田
区>

 
 子

育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座
（二
級
）
Ⅲ
期 

開
講
日 

二
〇
一
〇
年
十
月
四
日
（金
）
～ 

 
 
 
 

十
二
月
十
日
（金
）
ま
で 

 
 

※
講
師
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
関
係
で
金
曜
日
以
外
に
、

火
・水
も
あ
り
。 

 
 
 
 
 

講
義
と
実
習
を
含
む
三
十
コ
マ 

会 

場 

西
神
田
児
童
館
小
ホ
ー
ル 

も
し
く
は
千
代
田
区
役
所 

 

<

浦
安
市>

 
 子

育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座
（二
級
）
Ⅳ
期 

開
講
日 

二
〇
一
〇
年
九
月
十
七
日
（金
） 

※
原
則
と
し
て
金
曜
日
で
十
一
月
二
十
六
日
ま
で 

                                    

 
 
 
 
 

講
義
と
実
習
を
含
む
三
十
コ
マ 

会 

場 

浦
安
市
文
化
会
館 

[

問
合
せ
先] 

あ
い
・
ぽ
ー
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

 

子
育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座
事
務
局 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三 

（
六
六
五
七
） 

八
五
三
九 

千
代
田
区
担
当 

 

榎
本
・佐
瀬
・蒲
生 

浦
安
市
担
当 

  
 

榎
本
・古
閑 

  ★
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
自
治
体

の
広
報
・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
及
び
当
法
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
お
知
り
合
い
の
方
な
ど
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
紹
介
下
さ
い
。 

 

 

子育て中のあなたへの贈り物 
～ママもパパも子 どもも笑 顔 いっぱい＆癒 しのひと時 を～  

協力：住友生命保険相互会社 
企画・運営：NPO 法人あい・ぽーとステーション＆港区 

 
ピアノと弦楽四重奏が奏でる音色や、バレリーナによるソロバレエを「創作音楽絵本」で楽し

み、親子バレエと体操で心と体をリフレッシュ。有機園芸講座で植えたハーブの苗はお土産と

してお持ち帰りできます。午後も弦楽四重奏とピアノによるコンサートや、ママとパパの心と体

を癒すブースやステージ、ライブの他、パパへの応援歌コーナーなど盛り沢山です。司会は元
NHK すくすく子育ての天野ひかりさんです。 
 

東京国際フォーラム ホールＢ５ 

２０１０年８月１７日（火）１０：００～１６：３０ 
対象：未就学児の親子（一時保育あり） 
定員：各回 100 名（※事前申し込み優先・当日参加も可 

※「午前」「午後」「一日」の中から選んでお申込みいただけます。 
 
午前の部 10:00～12:15   「ママもパパも子どもも笑顔いっぱい」 

ピアノと弦楽四重奏、創作音楽絵本、生演奏による親子バレエ、 
親子体操、有機園芸講座 

午後の部 13:00～16:30   「癒しのひとときを」 
ピアノと弦楽四重奏のミニコンサート＆ソロバレエ、親子ヨガの他、 
アロママッサージ、ハーブと薬膳料理の紹介等の癒しのブース、 
「天装戦隊ゴセイジャー」の高橋秀幸ライブ、 
子育てについてみんなで語るパパへの応援歌コーナー 
（山田正人氏、高橋秀幸氏、汐見先生、大日向先生出演） 
フィナーレは生演奏による親子バレエ！！ 

（パパへの応援歌コーナーはバックアップ対象となります） 
 
※会場は出入り自由、休憩時間もアロママッサージや親子向けのモノづくり体験コ
ーナーを行っています。ご自由にお楽しみ下さい！ 

子育てひろば「あい・ぽーと」03-5786-3250（10：00～17：00） 

 



 

 

   

    

    

     

あい・ぽーとの 
次なるステップに向けて 

新
た
な
気
持
ち 

「
出
産
前
か
ら
の
支
援
の
充
実
、
派
遣
型
利
用
者
さ
ん
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
」 

 

港
区
子
育
て
・家
族
支
援
者 

斎
藤
洋
未 

 

二
〇
〇
五
年
四
月
、
心
も
と
な
い
歩
み
で
ス
タ
ー
ト
し
た
私
の
活
動
も
、
多
く
の
方
の
支
え
を
得
て

こ
こ
ま
で
続
け
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
日
頃
の
派
遣
型
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を

基
に
、
二
つ
の
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
つ
は
「出
産
前
か
ら
の
支
援
」
、
も
う
一
つ
は
「
派
遣

型
利
用
者
さ
ん
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
」で
す
。 

「出
産
前
か
ら
の
支
援
」は
、
今
で
も
、
出
産
前
の
事
前
打
ち
合
わ
せ
と
い
う
形
で
実
質
的
に
行
な
っ

て
い
ま
す
。
初
産
の
方
の
育
児
用
品
の
ご
相
談
に
の
っ
た
り
、
ご
自
宅
の
間
取
り
に
合
わ
せ
た
沐
浴
方
法

を
提
案
し
た
り
、
退
院
後
直
ち
に
行
う
サ
ポ
ー
ト
を
お
約
束
し
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

安
心
し
て
出
産
を
迎
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
他
方
で
、
「支
援
者
と
出
産
前
に
出
会
っ
て
い

た
ら
、
も
っ
と
心
丈
夫
で
助
か
っ
た
の
に
」と
い
う
声
も
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
育
児
支
援
の
前
段
階
と
し

て
、
も
っ
と
積
極
的
に
妊
娠
中
の
方
へ寄
り
添
う
姿
勢
を
掲
げ
る
こ
と
は
、
現
在
の
事
業
目
的
で
は
不
可

能
で
し
ょ
う
か
。
出
産
前
か
ら
支
援
者
と
良
い
関
係
を
築
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
出
産
後
の
育
児
に
対

す
る
様
々
な
不
安
も
軽
減
さ
れ
、
サ
ポ
ー
ト
も
よ
り
円
滑
に
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
地
域
で
多
く
の
利
用
者
さ
ん
と
お
付
き
合
い
の
あ
る
支
援
者
が
、
「派
遣
型
利
用
者
さ
ん
同

士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
」の
お
手
伝
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
比
較
的
自
然
に
仲
間
作
り
や
生
の
情

報
交
換
が
可
能
な
ひ
ろ
ば
会
員
に
比
べ
、
派
遣
型
利
用
者
さ
ん
の
中
に
は
、
仲
間
作
り
や
心
を
開
く
こ

と
が
苦
手
な
方
、
ひ
ろ
ば
に
出
向
く
こ
と
が
不
可
能
な
方
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
孤
立
し
て
い

る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
親
し
く
な
っ
た
支
援
者
が
、
こ
の
よ
う
な
利
用
者
さ
ん
に
安
心
し
て
悩
み

や
不
安
を
語
り
合
う
場
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
仲
間
作
り
や
、
新
た
な
発
見
の
き
っ
か
け
を

つ
か
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
、
よ
り
前
向
き
な
生
活
を
過
ご
す
お
手
伝
い
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

 

最
後
に
、
私
達
支
援
者
も
良
い
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
た
め
に
は
、
語
り
合
い
、
支
え
合
い
、
協
力
し
、
高

め
合
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
機
会
を
持
っ
て
、
親
し
く
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

嬉
し
い
で
す
。 

「植
物
の
力
を
伝
え
る
発
信
ス
ポ
ッ
ト
『あ
い
・ぽ
ー
と
』」 

港
区
子
育
て
・家
族
支
援
者 

佐
藤
朋
香 

 

大
日
向
施
設
長
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
子
育
て
支

援
と
、
あ
い
・
ぽ
ー
と
の
記
事
に
感
銘
を
受
け
、
四
年
前
降
り

立
っ
た
の
は
流
行
の
最
先
端
を
い
く
青
山
、
外
苑
。
門
を
く
ぐ

る
と
、
一
転
。
そ
こ
に
は
緑
美
し
い
、
穏
や
か
で
温
か
い
場
所
が

あ
り
ま
し
た
。
笑
顔
で
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ん
。
木
の
ぬ
く
も
り
、
子
ど
も
達
の
笑
い
声
。
そ
し
て
、
包
み
込

む
よ
う
な
温
か
い
微
笑
み
の
中
に
、
強
い
信
念
を
湛
え
ら
れ
る

大
日
向
先
生
。
そ
の
全
て
が
相
ま
っ
て
、
「あ
い
・ぽ
ー
と
」な
の

だ
、
そ
う
思
っ
た
感
動
は
今
も
少
し
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
以
来
、

事
務
の
お
仕
事
を
し
な
が
ら
、
子
育
て
支
援
者
三
級
・二
級
と

受
講
し
、
子
育
て
支
援
の
現
場
に
も
行
か
せ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
毎
日
が
発
見
、
学
び
、
そ
し
て
い
つ
も
支
え

あ
い
、
励
ま
し
あ
い
、
労
わ
り
合
う
仲
間
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
有
り
難
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

日
々
出
会
う
子
ど
も
達
は
、
地
域
の
、
国
の
、
そ
し
て
地
球

の
宝
物
だ
、
と
改
め
て
気
づ
か
せ
て
く
れ
、
み
ん
な
で
大
切
に

し
、
育
む
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
子
ど
も
達
に
は
何
よ
り
健
康
な
心
と
体
で
い
て
欲

し
い
。
私
自
身
、
ふ
た
ご
の
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
き
ま
し
た

が
、
二
人
が
学
校
を
休
む
こ
と
な
く
健
や
か
に
成
長
し
て
く
れ

て
い
る
の
は
、
支
え
て
下
さ
る
方
々
の
お
か
げ
で
あ
る
と
同
時

に
、
食
の
力
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
新
鮮
で
心

を
込
め
て
作
ら
れ
た
お
米
や
野
菜
は
、
そ
の
栄
養
素
だ
け
で
は

な
く
、
作
ら
れ
た
方
の
願
い
や
思
い
も
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

以
来
、
植
物
の
持
つ
力
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
勉
強
を

重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
植
物
の
素
晴
ら
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に

も
伝
え
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
、
そ
の
願
い

が
叶
い
「親
子
で
楽
し
む
メ
デ
ィ
カ
ル
ハ
ー
ブ
」
の
講
座
を
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
あ
い
・ぽ
ー
と
に
は
、
土

に
こ
だ
わ
っ
た
有
機
栽
培
の
菜
園
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

春
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
も
作
ら
れ
ま
し
た
。
ハ
ー

ブ
は
野
草
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
と
て
も
生
命
力
が
強
く
、
自

分
の
力
で
生
き
抜
く
力
を
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
い
ま
す
。
小
さ
な
頃

か
ら
本
物
に
触
れ
る
大
切
さ
の
一
つ
と
し
て
、
子
ど
も
達
が
植

物
と
も
っ
と
仲
良
く
な
れ
る
お
手
伝
い
が
出
来
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

穏
や
か
で
、
ぬ
く
も
り
溢
れ
る
地
域
に
根
ざ
し
た
子
育
て
広

場
あ
い
・
ぽ
ー
と
。
そ
こ
で
取
れ
た
野
菜
や
ハ
ー
ブ
を
地
域
の

方
々
に
提
供
で
き
る
マ
ル
シ
ェ
（
朝
市
）を
開
け
た
ら
素
晴
ら
し

い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
達
の
笑
い
声
や
元
気
に
走
り
回
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
吸
い
込
ん
だ
野
菜
た
ち
は
、
き
っ
と
地
域
の
皆
さ

ま
に
喜
ば
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
子
ど
も
も
大
人
も
植
物
の
力

を
借
り
て
心
と
体
が
も
っ
と
元
気
で
い
ら
れ
る
暮
ら
し
の
提

案
。
「
し
ょ
く
（
食
・
植
）
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
地
域
の
方
々
と
共

有
で
き
る
、
最
先
端
な
ス
ポ
ッ
ト
「
あ
い
・
ぽ
ー
と
」
。
「
あ
い
・ぽ

ー
と
」は
私
に
夢
と
希
望
を
与
え
続
け
て
く
れ
ま
す
。 

「学
童
・病
後
児
保
育
室
開
設
に
向
け
て
」 

 
港
区
子
育
て
・家
族
支
援
者 

永
谷
芳
子 

 

私
は
派
遣
型
支
援
活
動
を
通
し
て
地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
こ
と

を
嬉
し
く
思
い
、
今
で
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
り
、
こ
の
五
年
間
尽
く
し

て
参
り
ま
し
た
。
新
生
児
の
宿
泊
保
育
及
び
沐
浴
、
病
児
の
入
院
付

き
添
い
宿
泊
保
育
、
幼
稚
園
送
迎
、
お
稽
古
時
の
付
き
添
い
、 

親
の

残
業
時
の
保
育
、
お
子
さ
ん
の
成
長
や
育
児
の
悩
み
相
談
、
週
に
三
回

の
読
み
聞
か
せ
等
、
様
々
な
支
援
を
し
て
参
り
ま
し
た
。 

私
た
ち
二
級
の
支
援
者
は
ど
の
よ
う
な
用
件
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
に
と
、
認
定
を
頂
き
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
な
る
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
ど
の

よ
う
な
支
援
が
可
能
か
と
考
え
る
た
め
に
、
利
用
者
さ
ん
が
ど
ん
な
支

援
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
か
知
り
た
く
て
、
私
が
関
わ
っ
て
い
る
方
へ
リ

サ
ー
チ
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
学
童
保
育
の
「小
一
の
壁
」に
つ
い
て
、
多
く

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「保
育
園
に
通
っ
て
い
る
と
き
は
安
心

し
て
仕
事
が
で
き
た
が
小
学
生
に
な
っ
た
と
た
ん
学
童
保
育
は
六
時

迄
、
そ
の
後
、
自
宅
で
子
供
が
一
人
で
過
ご
し
て
い
る
の
が
心
配
」
、

「不
安
か
ら
退
職
を
考
え
て
し
ま
う
」と
い
う
ご
意
見
で
し
た
。
小
学
校

低
学
年
の
内
は
ひ
と
り
で
夕
飯
を
と
り
宿
題
を
し
て
、
挙
げ
句
の
果
て

は
寝
て
し
ま
っ
て
は
本
当
に
心
配
だ
と
思
い
ま
す
。 

そ
こ
で
私
た
ち
二
級
の
支
援
者
は
小
学
生
ま
で
保
育
で
き
る
と
い

う
活
動
内
容
と
送
迎
も
で
き
る
条
件
を
フ
ル
に
活
用
し
て
、
可
能
な

支
援
を
考
え
て
み
ま
し
た
。
例
え
ば
、
あ
い
ぽ
ー
と
の
施
設
で
「学
童
保

育
ア
フ
タ
ー
六
時
の
保
育
」
と
称
し
て
夕
飯
付
き
・
外
注
の
給
食
（保

育
所
の
設
置
基
準
の
一
部
緩
和
に
よ
り
、
六
月
か
ら
保
育
所
の
給
食

の
外
部
搬
入
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
）
で
行
う
。
一
日
数
名
の

学
童
児
を
予
約
制
で
特
に
低
学
年
の
保
育
に
充
た
る
、
と
い
う
提
案

で
す
。
児
童
が
歩
い
て
通
え
な
い
距
離
で
あ
れ
ば
、
私
達
は
お
迎
え
に

も
行
け
る
の
で
す
。
様
々
な
活
動
が
可
能
な
二
級
支
援
者
な
ら
で
は

の
支
援
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
い
ぽ
ー
と
の
支
援
者
で
あ
れ
ば
、
親

御
さ
ん
も
安
心
し
て
残
業
で
き
る
で
し
ょ
う
し
、
お
子
さ
ん
も
淋
し
い

こ
と
な
く
お
迎
え
を
待
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

二
つ
め
の
提
案
は
、
保
育
園
で
は
預
か
っ
て
も
ら
え
な
い
病
後
児
の

為
の
ミ
ニ
保
育
室
を
考
え
ま
す
。
回
復
に
向
っ
て
い
る
病
児
を
、
医
師

署
名
の
病
後
児
保
育
利
用
連
絡
票
に
従
い
、
保
育
園
に
復
帰
出
来
る

迄
の
間
、
病
後
児
保
育
室
で
安
静
に
保
育
さ
せ
て
頂
く
と
い
う
提
案

で
す
。 

こ
の
よ
う
な
形
が
実
現
す
れ
ば
、
私
た
ち
支
援
者
も
さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
、
活
動
範
囲
も
広
が
り
、
地
域
か
ら
期
待
さ
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
こ
う
し
て
私
達
が
活
動
を
続
け
ら
れ
る
の
も
、
大
日
向
施
設

長
に
守
ら
れ
て
い
る
お
蔭
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

「児
童
育
成
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
と
し
て
」 

浦
安
市
子
育
て
・家
族
支
援
者 

下
間 

真
里
子 

  

平
成
十
八
年
十
月
に
浦
安
市
主
催
の
子
育
て
家
庭
支
援
講
座
（三

級
）を
受
講
し
、
十
九
年
十
月
に
同
じ
く
二
級
講
座
を
受
講
し
、
そ
の

後
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
講
座
を
受
講
し
な
が
ら
、
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
指
導

員
と
し
て
在
籍
し
て
い
る
自
分
で
す
。 

 

十
年
ほ
ど
前
か
ら
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
指
導
員
と
し
て
在
籍
し
て
い
ま

し
た
が
、
子
供
へ
の
対
処
が
わ
か
ら
な
い
事
が
多
か
っ
た
の
で
、
こ
の
講

座
に
参
加
し
、
何
か
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
れ
ば
と
思
い
受
講
し
ま
し
た
。 

こ
の
年
は
、
浦
安
市
の
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
施
設
長
が
現
況
を
演
壇
に

立
っ
て
話
す
機
会
が
あ
り
、
受
講
生
に
も
現
状
を
わ
か
っ
て
も
ら
え
、

一
緒
に
考
え
て
頂
け
る
状
況
で
し
た
。
受
講
を
終
え
て
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

研
修
も
設
定
し
て
頂
き
、
悩
み
等
、
話
す
こ
と
が
で
き
助
か
り
ま
し

た
。 児

童
育
成
ク
ラ
ブ
は
、
小
学
校
一
年
生
か
ら
四
年
生
ま
で
な
の
で
、

子
育
て
支
援
講
座
で
の
対
象
年
齢
だ
と
、
ち
ょ
っ
と
低
い
で
す
が
、
こ
の

低
い
年
齢
に
し
っ
か
り
し
つ
け
て
な
い
子
供
た
ち
が
、
児
童
育
成
ク
ラ
ブ

に
在
籍
す
る
と
、
と
て
も
扱
い
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
一
年
生
が
新
し

く
入
っ
て
来
る
と
、
上
級
生
の
子
供
た
ち
の
全
て
の
行
動
を
真
似
し
ま

す
。
で
す
か
ら
、
新
入
生
が
入
る
前
に
上
級
生
に
色
々
な
規
律
を
学
ん

で
い
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
が
今
、
勉
強
し
た
い
の
は
、
就
学
時
前
の
子
ど
も
た
ち
が
小
学
校

に
入
っ
て
か
ら
規
律
を
守
れ
る
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
児
童
と
の
間
で

日
頃
、
切
磋
琢
磨
し
て
い
る
こ
と
に
良
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
け
れ
ば
嬉
し

い
で
す
。
ま
た
、
現
在
講
座
の
中
に
浦
安
市
の
指
導
員
で
は
な
い
文
京

区
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
所
長
さ
ん
を
講
師
と
し
て
い
る
講
座
に
私
た
ち
も

受
講
で
き
る
こ
と
が
可
能
に
な
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。 

 

児
童
育
成
ク
ラ
ブ
も
父
母
会
主
流
の
運
営
委
員
会
方
式
か
ら
委
託

会
社
が
運
営
す
る
委
託
方
式
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
現
状
で
す
が
、
子
供

た
ち
に
接
す
る
指
導
員
は
、
変
わ
り
な
く
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
思
う

私
た
ち
な
の
で
、
ぜ
ひ
、
健
常
児
は
、
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
障
が
い
児
に

対
す
る
接
し
方
を
、
も
っ
と
も
っ
と
勉
強
し
、
五
・六
年
生
の
身
体
の
大

き
く
な
っ
た
子
ど
も
に
も
楽
し
い
居
場
所
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

「一
期
一
会
」 千

代
田
区
子
育
て
・家
族
支
援
者 

内
藤 

圭
子  

今
、
千
代
田
区
に
転
入
さ
れ
る
ご
家
族
が
増
え
ま
し
た
。
千

代
田
区
で
は
「
共
生
＝
共
に
生
き
る
」「子
ど
も
と
親
の
育
ち
を

地
域
全
体
で
あ
た
た
か
く
支
え
る
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し

て
、
子
育
て
施
策
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
四
月
に
は
「富
士
見

み
ら
い
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
五
階
の
「
富
士
見
わ
ん
ぱ
く 
親

子
ひ
ろ
ば
」は
、
他
の
児
童
館
と
同
じ
よ
う
に
親
子
で
ラ
ン
チ
タ

イ
ム
、
お
や
つ
タ
イ
ム
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
知
ら
な
い
、
利
用

し
た
こ
と
が
な
い
、
孤
立
し
て
ま
す
と
お
聞
き
し
ま
す
。
テ
ラ
ス

も
あ
り
、
外
の
風
を
感
じ
な
が
ら
の
び
の
び
過
ご
せ
ま
す
。
で

は
、
「子
育
て
支
援
の
情
報
」は
、
ど
の
よ
う
に
入
手
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
活
動
を
さ
せ
て
戴
き
な
が
ら
お
聞
き
し
て
い
ま

す
。
情
報
満
載
の
「広
報
ち
よ
だ
」
を
ご
覧
下
さ
い
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
見
ら
れ
ま
す
。
ビ
デ
オ
広
報
「
わ
が
ま
ち
千
代
田
」

も
、
地
域
の
掲
示
版
を
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。
地
域
の
児
童
館
で

は
「
幼
児
ク
ラ
ブ
」
、
千
代
田
図
書
館
、
四
番
町
図
書
館
で
は

「
お
は
な
し
会
」
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
「子
育
て
サ
ロ
ン
」
、

九
段
生
涯
学
習
館
で
は
「家
庭
教
育
学
級
」、
千
代
田
区
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ーM

IW

「
「
平
成
二
十
二
年
企
画
、
講
座
開

設
」と
い
う
よ
う
に
、
親
、
子
で
の
催
し
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。 

情
報
の
発
信
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
で
探
し
に
く
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
や
は
り
こ
こ
で
も
、
知
ら
な
い
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
で
は
、
ど
の
よ
う
に
情
報
を
お
伝
え
出
来
る
で
し
ょ
う

か
。
自
分
で
の
情
報
収
集
を
、
そ
し
て
、
活
動
を
さ
せ
て
戴
き

な
が
ら
発
信
さ
せ
て
戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
少
々
「お
せ
っ
か

い
お
ば
さ
ん
」か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
お
声
を
か
け
さ
せ
て
下
さ

い
。
皆
さ
ん
と
一
緒
が
苦
手
な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
「児

童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
ご
利
用
下
さ
い
。
ス
タ
ッ
フ
の
方
た

ち
は
、
い
つ
で
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
肩
の
力
を
抜
い

て
み
ま
せ
ん
か
。
大
き
く
深
呼
吸
を
さ
れ
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
た

ち
と
お
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
々
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
思
っ

て
い
る
こ
と
、
感
じ
て
い
る
こ
と
を
。
「
一
期
一
会
」
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
の
時
々
を
大
切
に
、
少
し
で
も
お
役
に
た
て
た
ら
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。 

「多
感
な
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
っ
て
」 

千
代
田
区
子
育
て
・家
族
支
援
者 

大
田
志
津
子  

支
援
の
楽
し
さ
は
“常
に
可
能
性
を
感
じ
て
い
ら
れ
る
こ
と
”だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

エ
ネ
ル
ギ
ー
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
は
、
い
つ
で
も
私
た

ち
に
大
き
な
力
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
寄
り
添
い
な
が
ら
自
分
自
身
が
育
て
ら

れ
て
い
る
と
実
感
す
る
こ
と
も
多
く
、
未
知
数
の
魅
力
に
触
発
さ
れ
、
私
の
中
に

も
ふ
つ
ふ
つ
と
可
能
性
が
湧
い
て
く
る
の
で
す
。 

 

私
は
今
、
公
立
の
小
学
校
で
、
学
習
生
活
支
援
員
を
し
て
い
ま
す
。
学
校
の
朝

は
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
と
元
気
な
声
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
ん
な
に
大
き

な
声
で
、
こ
ん
な
に
沢
山
の
人
と
交
わ
す
挨
拶
の
な
ん
と
清
々
し
い
こ
と
。
今
日

も
一
日
、
頑
張
る
ぞ
！
と
幸
せ
を
感
じ
る
一
時
で
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

は
、
ど
ん
な
こ
と
に
も
好
奇
心
を
抱
き
、
や
っ
て
み
よ
う
！
と
意
欲
満
々
。
そ
ん

な
子
ど
も
た
ち
に
刺
激
さ
れ
て
、
昨
年
、
ベ
ラ
ン
ダ
菜
園
を
試
み
ま
し
た
。
夏
休

み
明
け
の
あ
る
日
、
空
っ
ぽ
に
な
っ
た
プ
ラ
ン
タ
ー
を
見
て
思
い
立
ち
、
計
画
を

立
て
て
み
ま
し
た
。 

担
任
の
先
生
が
賛
同
し
て
下
さ
り
、
九
月
の
末
に
種
を
ま
き
、
み
ん
な
で
世

話
を
し
、
十
二
月
に
収
穫
。
元
気
い
っ
ぱ
い
な
子
ど
も
た
ち
が
育
て
た
野
菜
は
、

予
想
以
上
に
ぐ
ん
ぐ
ん
と
育
ち
、
り
っ
ぱ
な
野
菜
に
な
り
ま
し
た
。
四
年
生
で
し

た
の
で
、
ま
だ
家
庭
科
の
経
験
が
な
く
、
初
め
て
の
調
理
実
習
に
も
挑
戦
。
み
ん

な
で
何
を
作
る
か
話
合
い
、
小
松
菜
の
ご
ま
あ
え
と
大
根
と
蕪
の
煮
も
の
、
そ
し

て
み
そ
汁
と
、
収
穫
し
た
て
の
野
菜
で
作
っ
た
料
理
の
美
味
し
さ
に
感
動
し
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
今
年
度
か
ら
学
習
障
害
の
あ
る
児
童
の
個
別
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
と
の
一
対
一
の
学
習
は
、
接
し
方
、
学
習
内
容
す
べ
て
が

試
行
錯
誤
の
日
々
で
す
が
、
学
校
が
好
き
に
な
り
、
生
活
の
中
で
笑
顔
が
増

え
、
意
欲
的
に
な
っ
て
い
く
姿
は
何
に
も
代
え
難
い
宝
物
で
す
。 

支
援
活
動
の
中
で
、
役
に
立
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
…
と
不
安
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
こ
そ
、
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
に
む
け
て
、
可
能
性
を
育
む
チ

ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
多
感
な
子
ど
も
達
に
寄
り
添
い
が
ら
、
私
に
で
き
る
唯

一
つ
の
こ
と
は
、
ど
ん
な
時
で
も
笑
顔
で
声
を
か
け
続
け
る
こ
と
、
と
強
く
思
っ
て

支
援
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。 

 

「『ほ
こ
ほ
こ
』の
誕
生
と
こ
れ
か
ら
」 

浦
安
市
子
育
て
・家
族
支
援
者 

今
井
真
千
子 

  

「き
ち
ん
と
勉
強
さ
れ
た
方
々
が
子
ど
も
を
見
て
下
さ
っ
て
い
る
間
、
大
人
が
話
を
出
来
る
機
会
は
大

変
貴
重
で
あ
り
が
た
い
で
す
。
こ
う
い
う
場
は
他
に
は
な
い
の
で
、
と
て
も
ゆ
っ
く
り
出
来
ま
し
た
。
」 

こ
れ
は
（お
や
こ
の
広
場
・ほ
こ
ほ
こ
）主
催
「子
育
て
ト
ー
ク
」終
了
後
、
参
加
者
か
ら
頂
い
た
御
意
見

で
す
。
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
（ほ
こ
ほ
こ
）メ
ン
バ
ー
一
同
、
や
っ
て
良
か
っ
た
、
と
思
い
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
（ほ
こ
ほ
こ
）っ
て
何
だ
ろ
う
？
で
す
よ
ね
。
で
は
こ
こ
で
成
り
立
ち
と
「子
育
て
ト
ー
ク
」を
開
催

す
る
ま
で
の
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。 

浦
安
市
子
育
て
・
家
族
支
援
者
養
成
講
座
が
終
了
し
た
時
、
自
然
と
こ
ん
な
会
話
を
し
て
い
ま
し

た
。
「せ
っ
か
く
養
成
講
座
を
受
け
た
の
だ
か
ら
何
か
し
た
い
ね
。
こ
の
講
座
を
活
か
し
た
い
ね
。
何
か
還

元
で
き
る
事
は
な
い
か
し
ら
！
」
何
か
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
溢
れ
る
程
あ
り
ま
し
た

が
、
何
を
ど
う
す
る
と
い
う
具
体
案
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
い
く
つ
も
の
施
設
見
学
や
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
重
ね
て
、
二
つ
の
方
針
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

 

一
つ
、
（ほ
こ
ほ
こ
）リ
ー
ド
で
何
か
を
や
っ
て
あ
げ
る
の
で
は
な
く
、
母
達
の
必
要
と
し
て
い
る
支
援
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
そ
こ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
。
も
う
一
つ
は
、
私
達
メ
ン
バ
ー
も
成
長
す
る
学
び
の
場
で
あ

る
事
。
こ
の
二
つ
を
中
心
に
一
同
自
発
的
に
楽
し
く
活
動
す
る
事
を
確
認
し
ま
し
た
。
（ほ
こ
ほ
こ
）と
い

う
グ
ル
ー
プ
名
も
付
け
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
企
画
し
た
の
が
「子
育
て
ト
ー
ク
・子
育
て
の
こ
と
、
○私
の
こ
と
・
日
頃
の
思
い
を
話
し
ま
せ
ん

か
？
」で
す
。
企
画
の
前
に
お
母
さ
ん
達
の
「本
音
を
訊
く
会
」も
開
き
、
ぶ
っ
ち
ゃ
け
ト
ー
ク
を
聴
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
表
面
的
な
お
つ
き
合
い
で
な
く
深
く
信
頼
し
合
え
、
安
心
し
て
子
ど
も
達
を
預
け
合
い
た

い
、
と
聞
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
仲
間
作
り
の
お
手
伝
い
に
役
に
立
ち
た
い
と
母
達
が
話
を
す
る
間
の
子
ど

も
の
保
育
は
メ
ン
バ
ー
が
見
る
、
と
の
企
画
が
で
き
ま
し
た
。 

暫
く
は
こ
の
路
線
で
行
く
予
定
で
す
。
で
も
将
来
的
に
は
、
子
育
て
中
で
あ
っ
て
も
「
私
と
い
う
個
人
」を

活
か
せ
る
場
の
提
供
も
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
自
分
の
得
意
や
資
格
を
活
か
し
て
一
日
講

師
を
や
る
等
、
楽
し
め
る
事
も
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

 

新
た
な
提
案 

 

 




